
천운은 피할 수 없으니 
정도령을 만나 생명로를 찾아보소

このように人間の肉体と精神は離すこと

のできない不可分の存在である。思ってい

るように肉体も反応し、肉体の条件によっ

て精神状態も時々刻々によって変わってい

くのだ。

人間の生命は血の作用であり、血の作用

は心の作用であるから、これ即ち、生命の活

動を指しているのである。

考えてもみよ！

生きているということは心があるからで

あり、心があるということは即ち、生命があ

るという証拠である。「心＝生命」であるから

体と心は離せない存在であり、霊と肉は分

離することのできない一体のものである。

この問題についてより詳しく科学的に、

また聖書的に説明することにする。

２．血＝生命

人間の体は血で形成されており、血によ

って細胞が造成されている。胎児は母親の

子宮内で母の血を受けて成育している。ま

た、切り傷でもよく血が通うように包帯を

巻いておけば、やがて裂けた肉が接合する

ようになる。これは肉が血で造成されてい

ることを立証しているのである。血は即ち、

人間の生命である。

聖書にも血はその生命と一体だと示して

いる。創世記の９章４節には“肉は命である

血を含んだまま食べてはならない”と記さ

れているから、血が生命であり、生命自体が

血であることは聖書にちゃんと記載されて

いる。人間は血がなければ生きておられず、

血が腐れば老いて病に侵されるのだ。血の

作用が止まればすべての生命作用が止まる

から、心臓が止まれば死亡診断を下すのだ。

これは敢えて聖書で紐解かずとも当然なこ

とである。* 
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前号に説明した幽体離脱という現象は想

念の波動がやや静止しているようなとき、

人の意識だけが覚醒して血を活動させると

きに起こる一種の幻覚作用である。よく肉

体離脱を通して霊的に修行するというが、

これは何の意味もないことである。従って、

幽体離脱の体験を土台に天国や極楽の存在

を力説しているのは根拠のない仮想説にす

ぎないのである。

但し、離脱者の心情が非常に平穏な状態

においては異状能力を発揮することがあ

る。例えば、遠方で起きる出来事を予知する

とか、二人以上の離脱者が同一な状況にあ

うとか。これなどは離脱者の血の作用が清

く澄んでいる状態で、自身から湧き出る想

念の作用が全部無くなったときはテレパシ

ー受信能力が高度に作用する。こういうと

きの血の作用は時空を超越し、実体そのも

のを受信することができるからである。

霊魂の病

霊魂とは何か？

霊魂とは考え（思い）自体が即、霊である。

父の思いと考えは父の霊であり、祖母の思

いと考えは祖母の霊である。この故に霊は

即、思いや考えであり、考えと思いは血の作

用である。

だが、われわれの身体は自分だけの血で

造成されているのではなく、近くは父母や

祖先の血を受け継いでいるのをはじめ、人

類の全ての祖先である神様の霊も入ってい

るのである。

従って、人間の血の中には人類の最高祖

先であるところのアダム・エバや、神様の血

まで入っていることを判断できる。つまり、

われわれの中にいる人類最高の祖先の心霊

である“良心の神霊”＝神の心と血を回復す

ることこそが、われわれ人類の目標になら

なければならない。

魂とは何か？

魂とは考えを主張する意識の焦点をさし

てものなのだ。即ち、考えを主張する“自我”

という意識が即ち魂である。狂人のことを

“魂が抜けた”というのもそのためである。

人間にはいろいろな考えと思いがある

が、いろいろな考えを支配するピラミッド

の頂点の役割をするものがある。“自我”とい

う意識は後天的な慾心の霊であり、これは

血を腐らせる罪の霊であるから、われわれ

が常に捨てねばならぬ存在である。

“自我”という意識を捨てるには二つの道

がある。その一つは“我”の意識を窮地に追い

込まらせて踏み潰してしまうか、もう一つ

は“我”という意識を捨てて、本来あるべき人

間の根本的な意識に戻り、神の霊になるこ

とである。

本来の“我”を意識できないのは主体意識

が他の意識と入れ替わったからで、狂った

女が男の真似する場合は、男の意識が入れ

替わったからである。

以前、死んだ義父の仕草を真似する狂っ

た嫁を見たことがある。そのお嫁さんは死

んだ義父を真似するだけでなく、夫を自分

の息子だと思っているのだ。狂った人の多

くは身近の親戚か親しかった人でなければ

敵であった人の真似をする例が多い。

人間は他人にいえない苦悩に陥っている

か、世間に顔向けのできない恥辱を受けた

とかのときに狂ってしまうのである。狂っ

た人の主体霊の“我”の意思がひどい窮地に

追い詰められたとか、到底堪えきれない状

態におかれたとき、かれを支配していた主

体霊の心が主導権を失くし下野することに

なる。そうなると血の中に内在していた霊

のうちでも強力な霊が、そのあとを占領す

るので狂人になるのである。

それに、狂った人には狂うようになる過

程がある。自我意識も考えとして血の中に

あって、自我だけでなく数多くの祖先たち

の霊がウヨウヨしており、また、祖先だけで

なく米国人の霊もロシア人の霊もあるの

だ。それだけでなく、大気の中には各種の想

念物質が包含されていて、その中にも米国

人や日本人だけでなく色色んな国人達の考

えなどが入っているのである。このような

霊物質を呼吸している人間の血の中には全

ての霊が入って生きているのである。

気違いになったり、狂人になるのは“自

我”意識が急激な衝撃を受けるか、予期せぬ

驚愕で狂いだすのだ。また、はじめて他人の

物を盗んでしまったとか、恥ずべき淫乱な

罪を犯した良心の呵責に苦しんだあげく

“我”の主体霊も堪え切れずグロッキーにな

れば死んだ人の霊が入って、いままでと違

った行動をとるようになる。

そして、ある特定霊の行動だけすればま

だしも、別の強い死霊がその霊を追い出し

主体霊となり、また別の霊が入り込むとい

うふうになるので、狂人の行動も言葉も確

りできない支離滅裂であるのは、このよう

に死霊たちが争って入れ替わるからであ

る。

精神医学界では精神病としていろいろな

方法で治療を施しているが、その根本原因

はわかっていないというのが実状である。

療養所で保養させるか、睡眠剤か神経安定

剤を投薬して周囲に迷惑をかけないように

保護するか、心霊科学的霊払いをしったり

して、ほかに治療方法をもたないのである。

狂った人を治すには、その人の主体霊を取

り戻す手助けをしてあげなければならな

い。例えば、その人が日ごろ愛用していたも

は霊肉分離を記録してはおらず、霊肉一体

を記録しているのだ。だが、今日の聖書学者

たちはその真理を知らず、いろいろな矛盾

が絡み合っているにも拘わらず、聖書を我

田引水式に解釈しているのである。

1．体と心

この世には真の宗教もなく、真の学問も

なかったのである。宗教の目的が人類に永

遠の生命と、永遠の幸福を得るにあったの

にも拘らず、いままでどの宗教もその根本

問題を解決できずにいる。すべての宗教は

言葉と願望だけで永遠性を追求している

が、死に対する有限性の範囲内で、ああでも

ない、こうでもない論理を展開してきたに

過ぎない。

従って、あらゆる学者と宗教家たちは理

想としての永遠性と、現実的な人間の条件

とし有限性との格差を埋める手段として、

霊魂と肉体を分離して解釈するしかなかっ

たのである。

だが、事実上、霊と肉は分離することがで

きるのだろうか？否―である。霊と肉は分

離したくても分離することのできない、一

つのものである。人間の肉体は心の状態に

よってコンディションが違ってくる。反面、

心は身体の生物学的な条件によって、その

状態が違ってくるのである。

いますぐ読者の皆さんの腕を力一杯つね

ってみられよ。このとき肉体だけが痛みを

感じ、心は平穏だろうか？そうではないは

ずだ。痛さを感ずると同時に心にも痛さを

感ずるのである。

また、暑い真夏に肉体は汗をかいている

のに心だけは涼しいはずがない。一時的な

錯覚や幻覚はあるかもしれないが、正常な

状態においての霊と肉は同時に反応するも

のである。

のを持たせるとか、好きで親しくしていた

人とたびたび接触するようにすれば、自我

意識が力を得て自分の位置に戻るようにな

るのである。

霊肉一体説に就いて

人間は一つの存在である。霊・肉・または

魂などに分けることは間違った考えであ

る。人間は一つの人間であって決して霊だ

けが人間であり、肉体だけが人間であると

いうものではない。肉体だけの人間は死ん

だ人であり、死んだ人は肉体以外のなにも

のでもない。したいには考えもなく血の作

用も想念もない。人間が無知と無明の中で

迷っているので死後の未知の世界に対する

恐怖からいろいろと想像をめぐらしている

に過ぎない。

霊魂と肉体は離れている二つの存在では

なく、一つである。あまりにも当然で単純な

ことをまともにとらえられずに、外郭だけ

をまわって真の人間の実態をつかんでいな

いのがいままでの学問であり、宗教であっ

たと考えられる。

聖書には死んだ後に天国に行くのではな

く、また、天国が天空にある宮殿のようなも

のではないことを明らかにしている。ルカ

による福音書1７：2１“天国はここにある、あ

そこにあろと言えるものではない。実はあ

なたがたのただ中にある”と判然と釘を打

ってる。にも拘わらず、人間の目が悪魔の幻

惑の中にいたので聖書の中の真実が見出せ

なかったのであろう。

皆さんがまず知らなければならないこと

は、霊肉一体という事実である。霊肉一体を

論せず霊肉分離を論ずることは非真理であ

り、非聖書的な教えである。元来、聖書の御言
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末初歌 말초가   

坊坊曲曲能坊曲 방방곡곡능방곡이요
是是非非足是非 시시비비족시비라

合합해보세 天干地支 천간지지

四九子丑 사구자축아니던가

四九辰巳革新 사구진사혁신으로

三軍烽火城遇賊 삼군봉화성우적을

軍政錯難衆口鉗制 군정착난중구겸제

口是禍門滅身斧 구시화문멸신부라

善法 선법이면 好運時 호운시오

不法 불법이면 惡運時 악운시라

末世出人攝政君 말세출인섭정군들

當當正正 당당정정일치마소

阿差아차한번 失法실법하면

自身滅亡敗家자신멸망패가로서

全世大亂飛相火 전세대란비상화로 

天下人民滅亡 천하인민멸망일세 

전국 방방곡곡에 시시비비가 시끄럽게 

일어나게 되느니라. 천간 지지를  합해 보

세. 사구(四九) 자축(子丑) 즉 경자(4.19혁

명) 신축(5.16군사혁명) 아니던가?  사구 

진사(辰巳) 즉 신축년 진(辰=음3월), 사(巳

=음4월)의 군사혁명으로 육해공군의 삼

군이 봉화를 들고 서울에 들어와 부정부

패한 도적들을 닥치는 대로 처단하리라. 

이어 군정이 여러 가지 시행착오로 어려

움을 겪게 되고 언론을 통제하며 입에 재

갈을 물리게 되니 입을 함부로 열면 화를 

부를 것이요 그 입은 몸을 찍는 도끼와 같

게 되느니라. 군사정권이 선한 법으로 다

스리면 좋은 운이 올 것이요. 불법으로 독

재를 하면 악운이 오리라. 말세에 정권을 

잡아 국가를 다스리는 섭정군들은 정정당

당함을 잃지 마시오. 아차 한번 법에 따라 

바르게 다스리지 않으면 자신의 멸망은 

물론이고 가문이 무너지고 나아가 전 세

계가 전쟁으로 비화하게 되어 천하인민이 

멸망을 당하리라.       

末中運 말중운   

                              

欲識推算末世事 욕식추산말세사댄

兩人相爭長弓射 양인상쟁장궁사요

二十九日疾走者 이십구일질주자는

仰天痛哭怨無心 앙천통곡원무심을

失路彷徨人民  실로방황인민들아

趙張 조장낫다 絶斷 절단일세

訪道君子修道人 방도군자수도인들

高張 고장낫네 避亂 피란가자 

不知時勢蒼生 부지시세창생들아

時運不幸疾亂 시운불행질란일세

處處蜂起假鄭 처처봉기가정들아

節不知而發動 절부지이발동이라

白面天使不覺故 백면천사불각고로

所不如意絶望 소불여의절망일세

黑鼻將軍扶李事 흑비장군부이사로 

刈棘反復開運 예극반복개운이라

伐李之斧天運 벌이지부천운으로

逆天者 역천자는갈길없다

말세의 일을 추산하여 알고자 할진대 

두 사람이 서로 싸우는데 장(張)씨가 활을 

쏘니 조(趙=二十九日疾走)씨가 하늘을 

우러러 보고 통곡하며 죽으리라. 원무심

(怨無心)은 죽을 사(死)의 파자. 길을 잃고 

방황하는 백성들아! 조씨와 장씨가 나왔

다니 절단 났네. 도를 찾는 군자들과 수도

인(修道人)들아! 고장났네. 피란가자. 시대

가 돌아가는 형세를 모르는 백성들아! 시

운(時運)이 불행하여 병이 돌고 세상이 어

지러울 것일세. 전국 곳곳에서 벌떼처럼 

일어나는 가정(假鄭=가짜 정도령)들아! 

지금이 어느 때인지도 모르고 시끄럽게 

떠드느냐? 백면천사(白面天使)가 누구인

지도 모르기 때문에 뜻한 바대로 되지 않

아 결국엔 절망하게 됨일세. 흑비장군(黑

鼻將軍)이 이씨의 일을 도우는 일로 나무

의 가시를 베고 베어 이씨의 운을 열어가

지만(을사년까지는 이씨의 운이 남아 있

으므로 경자년에 망명하기까지 이씨를 괴

롭히는 자들을 제거하게 된다.) 도끼로 오

얏나무(李)를 베는 것 또한 천운이니 하늘

을 거역하는 자는 갈 길이 없느니라. 

死人失衣暗暗理 사인실의암암리로

怨無心 원무심을 所望소망이요

惡善者亡憎聖者滅 오선자망증성자멸

害聖者해성자는 不生불생이라

長弓勝敗白金鼠牛 장궁승패백금서우

中入正當 중입정당되오리니

失路彷徨不去 실로방황불거하고

不失中動 부실중동차자들소

辛臘壬三退却 신랍임삼퇴각하면

幸之幸運僥倖 행지행운요행일세

呼來逐出眞人用法 호래축출진인용법

海印造化任意 해인조화임의라네

先天秘訣篤信 선천비결독신마소

鄭僉知 정첨지는 虛僉只 허첨지라

從風已去 종풍이거사라지고

天下諸聖靈神合 천하제성령신합에

蓮花坮上神明世界 연화대상신명세계

正道靈 정도령이오신다네

都是天運不避 도시천운불피오니

生命路 생명로를찾을세라

신(申=死人失衣)씨가 암암리에 죽기를 

소망하였나니 선한 자를 미워하면 망하고 

성인을 해코지하는 자는 살지 못하리라. 

장씨의 승패는 경자 신축에 있느니라. 장

씨는 경자년에 정권을 잡으나 신축년에는 

5.16으로 감옥으로 가는 신세가 되었다. 

그러나 다음의 경자신축(2020~2021)은 중

입으로 바르고 옳으니 길을 잃고 방황하

면서 다른 곳에 가지 말고 부실중동(不失

中動) 즉 중입의 시기를 놓치지 말고 정도

령을 찾아가서 불사영생의 진리를 배워야 

하리라. 신(辛)년 음12월(臘납)과 임(壬)년 

음3월 즉 신랍임삼(辛臘壬三)의 운이 물

러가면 행운 중의 행운인 요행일세. 불러

놓고 쫓아내는 진인(5도 목운)은 사람들

을 불러놓고 내쫓느니라.(6도 금운에게 가

라는 속뜻을 모두 모르고 있다.) 6도 금운 

정도령의 해인용법으로 말하자면 무궁한 

조화를 마음대로 하느니라. 선천비결을 

독신하지 마소. 정첨지(鄭僉知)는 헛첨지

(虛僉只)라. 바람 따라 이미 갔다네. 천하

의 모든 성스러운 신령들이 하나로 합하

여 연화대 위에 신명세계를 펼치니 정도

령이 오셨음이라. 천운은 절대로 피할 수 

없으니 생명로(生命路)를 꼭 찾아보소..*  

박명하 /고서연구가
myunghpark23@naver.com                                                   
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